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21世紀前半の国難災害とその後の苦境
を乗り越えるレジリエンスの獲得
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西日本を中心に頻発する
直下型地震

南海トラフ地震

時間的に近接する
首都直下地震

長期にわたる
復旧・復興

北方4島地震津波
（国際人道支援）

（連続災害）

（都市災害）

（広域災害）

2020 20502035

わが国史上初の人口減少局面/ 高齢化の進展/ エネルギー・食料自給率の減少

極端気象・気候変動
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人口減少による災害対応能力減少は深刻
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世界標準に即した
標準化された

災害対応力の向上
（技術・人材・仕組み）

世界標準に即した
災害対応の仕組みの採用

標準化された研修・訓練
人材育成プログラムの充実

少数精鋭による
効果的な

応援・受援災害の
頻発化・大規模化

複雑化
災害対応

豊富だった
潜在的

無形資源
減少

貧弱な
災害対応の

ための
有形資源

従来型の災害対応の限界

(災害対応DX)
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災害対応の実態
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災害対応の現場では、極限状態の中で、被害、復旧、要請等、
様々な状況を迅速に把握し、的確に意思決定・行動すること

が求められる

そのために「情報」が不可欠
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災害時情報共有の必要性（理想像）

• 災害時、個人・組織は
同時並行で異なる活動
をする

• そのそれぞれが固有の
情報を保有している
＝状況認識が異なる

• 個人・組織同士が情報
共有によって、状況認
識を統一することが、
社会全体として的確な
災害対応を実行する姿

• 情報を「共に」「有す」
• 「知らない」を無くす
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SIP4D（基盤的防災情報流通ネットワーク）
エスアイピーフォーディー

災害現場で役立つ情報プロダクツ

災害現場で活動する災害対応機関での情報活用

現場と各機関をつなぐ「パイプライン」を実現し、国全体としての災害対応の効果最大化

情報収集

情報共有

・建物被害推定
・道路通行可否
・避難所状況 等

情報作成・集約

内閣府総合科学技術・イノベーション会議
SIP（戦略的イノベーション創造プログラム）
第1期で防災科研・日立が開発

災害時情報集約
支援チーム

Shared Information Platform for Disaster Management
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SIP4Dで共有される様々なデータ
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SIP4Dを介した情報共有フロー

自治体提供情報

通行実績

国土交通省DiMAPS

順次拡大

自然
災害

風水害

雪害

地震災害

津波災害

火山災害

社会

各種観測・予測情報

ISUT-SITE（災対機関限定）

自衛隊・消防・警察・
DMAT、被災自治体
等 災害対応機関への
情報共有

クリアリング
ハウス

bosaiXview （一般公開）
国民、研究機関、民
間（日本防災産業会
議）等への情報発信

標準災害情報
プロダクツ

等

等

等

等

防災科研

府省庁

自治体

民間

現場等からの集約情報
ISUT

災害対応機関保有の情報システム

ため池防災
支援システム

災害時保健医療
活動支援システム

内閣府総合防災
情報システム 等

順次拡大

異種統合処理に
基づく情報プロダクツ

bosaiXview: 防災クロスビュー https://xview.bosai.go.jp
ISUT-SITE: アイサットサイト アクセス先は災害対応機関のみに公開。
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防災クロスビュー（bosaiXview）
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メニュー 情報表示部

平常時は過去の記録や現在の観測、未来の災害リスク。災害時は発生状況、進行状況、
復旧状況、関連する過去の災害、二次災害発生リスクなどの災害情報をを重ね合わせ
て（クロスさせて）、災害の全体を見通し（view)、予防・対応・回復を通じて活用
できるシステムを目指しています。 URL：https://xview.bosai.go.jp/
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ISUTを通じた災害対応現場での情報共有支援
（令和2年7月豪雨対応＠熊本県庁）
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災害対応現場の共通ツール・共通データに
（令和2年7月豪雨対応＠熊本県庁）
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防災基本計画への位置づけ
ISUT: 令和2月5月31日版にて記載

SIP4D: 令和3年5月25日版にて記載
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内閣府HPより引用・抜粋・編集 http://www8.cao.go.jp/cstp/society5_0/index.html

CPS4DSIP4D ※CPS4D: Cyber-
Physical Synthesis for 
Disaster Resilience

災害対応現場が情報を活用する
情報が災害対応現場を牽引する

【情報共有のその先へ】SIP4DからCPS4Dへの展開
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災害の「変化」を把握できない→的確な「活動」につながらない

想定通り減っていく
避難所 想定と異なり減らない

避難所
物資支給
支援縮小

保健医療
支援急務

全く変化しない
避難所

道路啓開
急務大きく変化した

避難所
物資支給
場所移動
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CPS4Dの全体像

フィジカル空間で発生している自然・社会の現象をリアルタイムで把握し、サイバー空間上の「デジタルツ
イン」で災害動態を解析し、その結果からフィジカル空間で何をすべきかを「フィードフォワード」する技術

※SIP第2期で防災科研が研究責任者
となり、大学・企業等と研究開発中
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事例：「被災自治体を支援するために部隊を派遣する」というケーススタディ

災害動態意思決定支援システム DDS4D
Dynamic Decision Support System for Disaster Response
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※SIP第2期で防災科研
が研究開発中

211データ系列数を最短10分間隔（平均更新量2.43GB）で処理
日次更新量 約350.0GB、月間更新量 約10.5TB

一般公開版「防災クロスビュー（bosaiXview）」
https://xview.bosai.go.jp

災害対応機関限定版「アイサットサイト（ISUT-SITE）」
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首都圏テレビ報道量と被害の相関

網羅的・俯瞰的な視点での報道の検討が必要
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テレビ報道量データ：株式会社エム・データ
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防災チャットボット SOCDA

AI（チャットボット）が人間の
代わりに国民一人ひとりに対応

一人ひとり異なる
属性・位置・避難意思

時々刻々変化する
災害動態情報

ビッグデータで構築された
防災自然言語処理AI＋ ＋

一人ひとりに情報を提供し避難を支援するとともに、一人ひとりの状況（健康、被害、
意思等）を情報として動的集約

SOCial-dynamics observation and victims support Dialogue Agent platform for disaster management

令和3年福島沖を震源とする地震において
南相馬市で実利用

※SIP第2期で防災科研・NICT・
ｳｪｻﾞｰﾆｭｰｽﾞが研究開発中
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災害時保健医療福祉活動支援システム D24H
Disaster/Digital information system for Health and well-being 

10種以上の保健医療福祉チーム

※SIP第2期で芝浦工大
中心に研究開発中
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コロナ禍での災害時避難支援への適用
大規模風水害を対象として，感染症防疫対策下の生存避難行動に係る
意思決定を支援する情報プロダクツをオンデマンドで提供する技術を開発する．

災害動態解析システム(DDS4D)

国勢人口
人流データ

避難者数推計 避難場所
キャパシティ分析 過密避難場所抽出 オンデマンド

避難動態予測避難者密度予測

SOCDA

データの流れ

連動メッセージの流れ
研究開発内容

D24H 県防災情報
システム

総防システム

省庁システム

浸水想定

避難場所
避難所

物資供給支援システム

物資供給情報 災害動態時空間
データベース

災害対策本部支援ダッシュボード

※赤字が追加要望部分

SIP4D
リアルタイム連動機能

データの流れ（追加要望分）

在宅避難者情報
避難者分布情報

感染
シミュレーション
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【今後の展開】DXで取り組むべきポイント

内閣府：防災・減災、国土強靱化新時代の実現のための提言（令和3年5月25日）
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今すぐ取り組むべき項目

内閣府：防災・減災、国土強靱化新時代の実現のための提言（令和3年5月25日）
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今後10年で実現すべき項目

内閣府：防災・減災、国土強靱化新時代の実現のための提言（令和3年5月25日）
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「リアクティブ防災」から「プロアクティブ防災」へ

• 現状
• 気象や洪水・氾濫の予測が進み、

警戒時の対応で活用が進んでいる
• 一方、災害時の対応は発生した事

態へのリアクティブな対応が殆ど
• 目指すべき未来像

• 災害対応過程を常時観測・予測し、
予測情報に基づき先手を打つプロ
アクティブな対応を行う

• デジタル防災技術による実現
• サイバー空間に災害過程を忠実に

再現する災害デジタルツイン、観
測前提のハード整備、現実と同規
模情報での対応シミュレーション
とフィードフォワード提案、現実
データによる即時データ同化

• ブロックチェーン、AI、量子コン
ピューティング、衛星通信等の要
素技術の発展
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第2回 「スーパーシティ」構想の実現に向けた有識者懇談会 配布資料より抜粋

平時 ハザード予測
土地利用規制、ハー
ド対策等

警戒時
気象予測
洪水・氾濫予測

避難判断、指示等

災害対応時・
復旧復興時

発生した事態へのリアクティブ対応
→予測情報に基づくプロアクティブ対応へ

• 参考
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事業継続能力を最大化
するための中核的な被害

抑止能力の向上

効果的な災害対応
を実現するための
継続的な予測

リスクごとに異なる
専門性が必要

一元的・全庁的
な対応が必要

地震

津波

洪水

火災

交通安全

感染症

不審者

ハザード

予測力
状況の変化に

応じてリスク
を評価する

予防力
被害を未然に
防ぐ

建設部局

福祉部局

教育部局

等

・
・

新たな防災の枠組み（プロアクティブ防災）

暴露量

脆弱性

社会のあり方
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対応力
被害拡大を阻止し、早

期の復旧復興を
実現する
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